
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
新
し
い
日
本
農
業
を
め

ざ
し
た
農
政
改
革
が
本
格
的
に
始
動
し

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
企
業
的
農
業
に
取

り
組
も
う
と
す
る
経
営
者
に
と
っ
て
は
、

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
あ
り
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
よ
る
個
人
経
営
者
も
集

落
営
農
組
織
も
農
業
を
産
業
と
し
て
捉

え
て
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
成
り
立
つ
経
営

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
生
産
者
か
ら
経
営
者
に
意
識
改
革

を
す
る
と
と
も
に
各
自
の
経
営
環
境
と

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
経
営
方
針

と
行
動
計
画
作
り
が
重
要
で
す
。
そ
の

実
践
に
は
経
営
者
は
県
内
外
の
競
争
に

負
け
な
い
経
営
能
力
を
習
得
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
隣
の
経
営
者
も
世
界

の
経
営
者
も
全
て
競
争
相
手
に
な
り
ま

す
の
で
、
生
産
か
ら
流
通
加
工
ま
で
一

貫
し
た
多
角
経
営
の
中
で
消
費
者
に
求

め
ら
れ
る
食
糧
供
給
を
は
じ
め
、
農
村

の
ゆ
と
り
空
間
を
活
か
し
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
等
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
新
し
い
発
想
と
積
極
的
な

行
動
が
成
功
の
鍵
に
な
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
経
営
者
が
大
成
功
に
向
け
て
奮

起
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

1

●新たな経営安定対策等の要請を決議

●WTO農業交渉・EPA／FTA交渉の特別要請が決議

●県農林水産部長と県議会議長へ政策要望

●ビジネスカレッジ学生と増田知事が意見交換

「
新
し
い
発
想
で
多
角
化
を
」

今

月

の

一

言



去
る
11
月
15
日
に
盛
岡
市
の
市
民
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
県
下
の
農
業
委
員
約
８
０

０
名
の
参
加
の
も
と
第
51
回
の
農
業
委
員
大

会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て

岩
手
県
副
知
事
竹
内
重
徳
氏
、
県
議
会
議
長

伊
藤
勢
至
氏
を
は
じ
め
、
県
選
出
の
国
会
議

員
や
各
振
興
局
農
政
（
林
）
部
長
等
の
ご
臨

席
を
頂
き
ま
し
た
。
副
知
事
か
ら
「
変
革
を

す
る
農
業
・
農
村
に
お
け
る
農
業
委
員
の
役

割
と
期
待
は
大
き
い
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
よ
う
」
励
ま
し
の
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
祝
辞
の
多
く
は
農
政
改
革

に
対
処
し
た
農
地
の
利
用
集
積
や
担
い
手
育

成
に
農
業
委
員
の
尽
力
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

農
政
功
労
者
表
彰
は
奥
州
市
の
今
野
清
一

氏
、
同
じ
く
高
橋
肇
氏
、
二
戸
市
の
下
田
實

氏
が
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
は
山

田
町
の
武
藤
清
吉
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
農
業
委
員
に
は
盛
岡
市
の
福
田
与

栄
之
氏
ほ
か
10
名
が
受
賞
、
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
功
労
賞
は
一
関
市
の
佐
々
木
利
夫
氏

と
盛
岡
市
の
藤
原
幸
一
郎
氏
が
受
賞
し
、
多

く
の
農
業
委
員
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大

2

会
決
議
は
、
国
や
県
に
対
す
る
要
請
事
項
と

し
て
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
経
営
安
定
対
策
の
予
算
確
保
や
具
体

的
な
推
進
体
制
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の

体
制
整
備
等
を
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

去
る
11
月
29
日
に
東
京
都
九
段
会
館
に
お

い
て
、
全
国
か
ら
１
０
０
０
名
以
上
の
市
町

村
農
業
委
員
会
会
長
が
一
堂
に
会
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
30
名
の

農
業
委
員
会
会
長
と
農
業
会
議
会
長
、
副
会

長
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
決
議
事
項
の

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
の
特
別
要
請
決
議
」
に
つ
い
て
は
、
本
県

農
業
会
議
の
中
野
会
長
が
提
案
し
、
満
場
の

賛
成
を
得
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
提
案
も
原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
て
、
大
会

終
了
後
に
関
係
省
庁
や
政
府
与
党
等
に
政
策

要
望
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
の
参
加
者
は
、
当

集
会
の
前
日
に
県
選
出
の
８
名
の
国
会
議
員

に
対
し
て
第
51
回
農
業
委
員
大
会
で
決
議
し

た
項
目
に
つ
い
て
、
政
策
要
望
を
行
い
親
し

く
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
議
員
は

「
要
望
の
趣
旨
は
十
分
理
解
し
た
。
農
業
委
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第
51
回
岩
手
県
農
業
委
員
大
会
の
開
催

新
た
な
経
営
安
定
対
策
等
の

要
請
を
決
議

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
の
開
催

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
の
特
別
要
請
が
決
議

竹
内
副
知
事

中
野
会
長



員
各
位
と
一
丸
と
な
っ
て
要
請
項
目
を
達
成

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
力
強
い
回
答
を

頂
き
ま
し
た
。

去
る
12
月
12
日
に
農
業
会
議
の
中
野
会
長

と
千
田
副
会
長
が
高
前
田
農
林
水
産
部
長
に

国
の
農
政
改
革
に
伴
う
予
算
確
保
や
具
体
的

な
実
行
施
策
に
つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。

高
前
田
部
長
は
「
要
望
の
趣
旨
は
十
分
理
解

し
た
。
予
算
面
は
努
力
し
て
い
る
が
県
財
政

が
極
め
て
厳
し
い
。
し
か
し
、
優
秀
な
職
員

が
多
数
い
る
の
で
、
そ
の
面
か
ら
積
極
的
に

支
援
す
る
。」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
総
括
課
長
か
ら
は
各
項
目
に
つ
い

て
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
藤
県
議
会
議
長
は
、「
県
民
の

代
表
と
し
て
県
議
会
議
員
を
仰
せ
つ
か
っ
て

い
る
。
農
業
・
農
村
の
元
気
が
必
要
な
時
代

と
考
え
て
い
る
。
要
望
の
内
容
は
十
分
理
解

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
新
し

い
産
業
と
し
て
の
農
業
振
興
に
取
り
組
む
。」

と
力
強
い
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
12
月
13
日
岩
手
大
学
に
お
い
て
、
岩

手
県
知
事
の
増
田
寛
也
氏
か
ら
「
い
わ
て
農

業
者
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
学
生
20
名
に
対

し
て
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
知
事
は
「
こ
れ

か
ら
の
岩
手
農
業
は
食
糧
産
業
と
し
て
成
り

立
つ
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
は
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

役
割
は
当
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
で
あ
る
皆
さ
ん

で
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
で
は
、
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
安
全

な
食
糧
供
給
や
生
産
か
ら
商
品
づ
く
り
ま
で

の
一
貫
経
営
の
重
要
性
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
知
事
と

の
記
念
写
真
撮
影
で
終
わ
り
ま
し
た
。

農
業
・
農
村
の
食
料
生
産
活
動
を
大
き
く

改
革
す
る
経
営
安
定
対
策
の
両
輪
と
し
て
生

産
資
源
で
あ
る
農
地
や
水
、
農
業
用
施
設
等

を
地
域
の
生
活
空
間
の
環
境
資
源
と
し
て
農

村
に
住
む
地
域
住
民
が
共
同
作
業
で
維
持
管

理
し
て
い
く
仕
組
み
が
「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
対
策
」
で
す
。
当
初
、
県
・
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
事
業
費
の
４
分
の
１
を
負
担
す
る

こ
と
で
し
た
が
、
財
政
事
情
に
よ
る
格
差
が

懸
念
さ
れ
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
は
じ

め
各
農
業
団
体
か
ら
国
が
支
援
す
る
よ
う
強

く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の

度
、
地
方
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
支
援
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

農
業
者
以
外
も
参
加
し
た
地
域
活
動
が
展

開
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
活
性
化
の
原
動
力

に
な
る
こ
と
と
実
施
地
区
に
お
い
て
無
農
薬

栽
培
等
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組

む
農
業
者
が
直
接
支
払
の
支
援
が
受
け
ら
れ

る
事
業
で
あ
り
、
早
急
な
対
応
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
負
担
財
源
が
不
足
で
希
望
を
断
念
し

た
集
落
等
は
市
町
村
担
当
課
に
相
談
を
し
て

平
成
19
年
度
実
施
を
再
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

3
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県
農
林
水
産
部
長
と

県
議
会
議
長
へ
政
策
要
望

ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
学
生
と

増
田
知
事
が
意
見
交
換

知
事
と
記
念
写
真

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
の

地
元
負
担
を
国
が
支
援

最
　
新
　
情
　
報
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１
　
担
い
手
コ
ー
ル
オ
ン
３
運
動
推
進
大
会

去
る
１
月
12
日
に
盛
岡
市
の
県
民

会
館
で
担
い
手
コ
ー
ル
オ
ン
３
運

動
推
進
大
会
を
主
催
し
た
県
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
会
長

農
業
会
議
会
長
中
野
昌
造
）
は
平

成
19
年
度
か
ら
の
新
し
い
農
政
に

対
処
で
き
る
認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

２
　
次
年
度
も
厳
し
い
予
算
編
成

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
に
向
け
た

実
践
的
な
農
業
施
策
の
展
開
が
重

要
で
す
が
、
国
・
県
・
市
町
村
の

財
政
は
極
め
て
厳
し
く
縮
小
予
算

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
如
何
に
効
率
的
に
農
業

現
場
を
支
援
す
る
か
関
係
者
の
役

割
分
担
と
創
意
工
夫
が
大
切
で
す
。

３
　
先
進
地
の
情
報
提
供
活
動

企
業
的
農
業
経
営
者
の
育
成
で
情

報
の
収
集
・
分
析
能
力
の
果
た
す

役
割
が
極
め
て
大
き
い
で
す
が
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
、

普
及
す
る
全
国
農
業
新
聞
を
１
２，

０
０
０
〜
１
３，
０
０
０
部
を
提
供

す
る
新
潟
県
と
熊
本
県
を
調
査
し

ま
し
た
。
農
業
委
員
各
位
の
率
先

し
た
担
当
地
区
へ
の
情
報
提
供
活

動
と
実
績
に
感
動
し
ま
し
た
。
岩

手
県
は
６，
５
０
０
部
を
切
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
各
農
業
委
員

の
奮
起
に
期
待
し
ま
す
。

TOPICS

１
「
認
定
農
業
者
」
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
３
０
０
０
キ
ロ

平
成
19
年
度
か
ら
国
の
政
策
支
援
が
認
定
農

業
者
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
か
ら
本
県
で
は
こ

の
３
月
ま
で
８，
２
０
０
名
の
認
定
農
業
者
を

育
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
県
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
岩

手
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
県
内
へ
の

周
知
徹
底
を
依
頼
し
ま
し
た
。
大
槻
良
輔
代

表
に
快
く
お
引
き
受
け
頂
き
、
昨
年
11
月
６

日
か
ら
ご
夫
妻
が
３
千
ｋ
ｍ
以
上
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
活
動
を
展
開
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

２
　
秋
播
き
麦
加
入
者
目
標
達
成

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
お
け
る
直
接

支
払
い
制
度
の
秋
播
き
麦
等
を
対
象
と
し
た

最
初
の
加
入
申
し
込
み
が
11
月
に
締
め
切
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
県
の
加
入
経
営
体
は
目
標

の
３
０
０
を
上
回
り
３
３
４
が
申
し
込
み
を

完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
の
米
、
大

豆
の
加
入
申
し
込
み
も
早
め
に
準
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
　
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
各
地
で
奮
闘

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
支
援
対
象
に

な
る
集
落
営
農
組
織
の
合
意
形
成
や
具
体
化

に
約
３
０
０
名
の
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
集
落
の
実
情
に
見
合
っ
た
組
織
化
に
奔
走

し
て
い
ま
す
。
県
協
議
会
や
市
町
村
協
議
会

の
研
修
会
・
各
種
会
議
等
に
出
席
し
な
が
ら

集
落
座
談
会
、
戸
別
訪
問
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
月
ま
で
に
大
き
な
成

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

担
い
手
育
成

手
育
成
あ
れ
こ
れ
 

担
い
手
育
成

手
育
成
あ
れ
こ
れ
 

担
い
手
育
成
あ
れ
こ
れ

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
に
お
い
て
、

国
の
政
策
支
援
が
一
定
条
件
を
満
た
し

た
担
い
手
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
担
い
手
が
認
定
農
業
者

と
集
落
営
農
組
織
で
す
が
、
こ
の
経
営

体
は
経
営
能
力
の
優
れ
た
経
営
者
が
存

在
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
生
産
者

か
ら
経
営
者
に
意
識
改
革
を
す
る
こ
と

と
実
践
行
動
が
伴
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
様
々
な
経
営
能
力
が
あ
り
ま
す
が
、

何
れ
に
も
関
連
す
る
の
が
情
報
の
収
集

と
分
析
で
す
。
国
の
農
政
の
動
向
を
い

ち
早
く
捉
え
、
国
内
外
の
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
の
変
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

変
化
等
、
幅
広
い
実
態
把
握
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
で
は
月
４
回

発
行
の
解
説
版
「
全
国
農
業
新
聞
」
を

月
６
０
０
円
で
お
近
く
の
農
業
委
員
が

斡
旋
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
普
及
は
６，
５
０
０
部
程
で

す
。
農
業
県
と
い
わ
れ
る
競
争
相
手
の

新
潟
県
や
長
野
県
、
熊
本
県
等
は
１
２，

０
０
０
部
以
上
の
普
及
と
な
っ
て
い
ま

す
。
情
報
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
今

一
度
「
全
国
農
業
新
聞
」
の
購
読
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

「
全
国
農
業
新
聞
」
の
情
報
で

賢
い
経
営
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

〜
企
業
的
農
業
経
営
者
に

全
国
農
業
新
聞
は
必
需
品
〜



１月30日
経営構造推進対策推進指導・評価委員会（エスポワールいわて）
１月31日
いわて農業者ビジネスカレッジ修了式（盛岡市）
２月１日～２日
女性農業委員ポラーノの会総会・研修会（盛岡市）
２月１日、６日、７日
第５回集落コーディネーター等連絡調整会議（奥州、盛岡、花巻）
２月７日
不在村地主対策・集落農地利用調整研修会（盛岡市）
２月14日
第317回常任会議員会議（エスポワールいわて）
２月15日
市町村農業委員会事務局長会議（エスポワールいわて）
農業者年金協議会幹事会
２月16日～17日
集落営農推進交流会（花巻市）
２月19日～20日
市町村農業委員会会長会議（盛岡市）
２月20日～21日
認定農業者交流会（盛岡市）
２月27日
農業委員会活動評価検討会（盛岡市）
３月13日
第318回常任会議員会議（エスポワールいわて）
３月23日
第82回岩手県農業会議定期総会（エスポワールいわて）
３月上旬
異業種交流研修会（未定）

19年1月から3月までの主な行事
○
　
新
年
早
々
、
国
立
競
技
場
で
全
国
制
覇

を
成
し
得
た
「
盛
岡
商
業
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
」
は
晴
や
か
で
あ
っ
た
。
斉
藤
監
督
の

笑
顔
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
本
県
の
各
分

野
に
あ
の
粘
り
と
信
頼
関
係
が
明
る
い
未

来
を
築
け
る
自
信
と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

○

こ
の
暖
冬
は
異
常
気
象
で
し
ょ
う
か
。

温
暖
化
現
象
に
よ
る
平
常
な
気
象
な
ら
と

気
を
揉
む
人
達
が
急
増
し
て
い
る
。
な
お

更
、
気
象
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
農
業
は

新
し
い
栽
培
技
術
や
流
通
体
制
の
開
発
・

整
備
が
急
務
と
思
う
。

○

今
年
は
、
新
し
い
農
政
が
本
格
化
す
る

大
転
換
の
年
に
な
る
。
個
人
経
営
も
集
落

営
農
組
織
も
存
在
資
源
を
最
大
限
に
活
か

し
た
経
営
革
新
が
不
可
欠
な
時
代
で
あ

る
。
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
上

な
い
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
捉
え
る
べ

き
と
思
う
。

○

限
ら
れ
た
農
業
経
営
者
や
集
落
営
農
組

織
だ
け
で
農
業
の
多
面
的
機
能
や
美
し
い

農
村
景
観
、
伝
統
文
化
等
、
農
村
の
宝
を

維
持
し
て
後
世
に
伝
承
す
る
事
は
不
可
能

に
近
い
事
で
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」
は
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
地
域
住
民
が
取
り
組
む
斬

新
な
事
業
で
す
。
県
・
市
町
村
の
予
算
も

国
が
地
方
交
付
税
措
置
で
支
援
し
ま
す
の

で
、
的
確
な
情
報
を
得
て
効
果
的
に
活
用

し
た
い
も
の
で
す
。

○

昨
年
も
、
ご
愛
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
由
）
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農
業
生
産
法
人
と
農
業
委
員
選
挙
権

特
定
農
業
団
体
が
法
人
化
し
た
が
農

地
を
権
利
移
動
し
た
農
家
は
農
業
委

員
の
選
挙
権
が
な
く
な
る
と
聞
く
が

ど
う
か
。（
奥
州
市
　
Ｍ
生
）

●
農
地
を
法
人
に
貸
し
て
も
組
合
員
、

社
員
又
は
株
主
と
な
り
概
ね
60
日
以

上
農
業
に
従
事
す
れ
ば
選
挙
権
は
残

り
ま
す
。
組
合
員
、
社
員
又
は
株
主

に
な
ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
農
業

従
事
が
概
ね
60
日
に
満
た
な
い
場
合

は
消
滅
し
ま
す
。
し
か
し
、
10
ア
ー

ル
以
上
の
畑
地
や
樹
園
地
等
の
経
営

を
継
続
す
れ
ば
法
人
へ
の
参
加
形
態

に
か
か
わ
ら
ず
選
挙
権
は
存
続
し
ま

す
。（
菊
池
主
事
）

全
国
農
業
図
書
の
申
し
込
み
は

農
業
委
員
会
で
は
一
般
の
本
屋
で
販

売
し
て
い
な
い
様
々
な
実
践
図
書
を

斡
旋
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
図
書
が
あ
る

の
か
。
併
せ
て
斡
旋
方
法
を
知
り
た

い
。（
盛
岡
市
　
Ｔ
生
）

●
農
業
委
員
は
農
家
等
に
対
し
て
情

報
提
供
が
責
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
国
の
農
政
改
革
の
分
か

り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
農
地
法

等
各
種
法
律
の
解
説
版
、
経
理
や
税

金
の
分
か
り
や
す
い
解
説
版
、
農
業

法
人
の
手
続
き
等
の
実
践
図
書
を
斡

旋
し
て
い
ま
す
。
図
書
目
録
や
チ
ラ

シ
等
の
配
布
と
見
本
を
揃
え
て
い
ま

す
の
で
、
農
業
委
員
会
又
は
農
業
会

議
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
藤

平
主
事
）

国
の
環
境
保
全
対
策
で
地
域
活
性
化

を
し
た
い
が

地
域
住
民
が
全
員
で
環
境
保
全
活
動

を
展
開
し
な
が
ら
伝
統
文
化
も
復
活

で
き
る
元
気
の
源
と
し
て
国
の
事
業

を
計
画
し
て
い
た
が
市
町
村
対
応
予

算
が
無
く
残
念
で
す
が
諦
め
て
い
ま

す
。
良
策
は
無
い
か
。（
西
和
賀
町

Ｓ
生
）

●
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」

の
事
と
思
い
ま
す
が
、
今
月
に
な
っ

て
国
が
県
・
市
町
村
の
対
応
額
を
地

方
港
税
措
置
で
支
援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
町
の
担
当
課
に
相

談
の
上
、
県
振
興
局
北
上
支
局
の
農

林
部
に
協
議
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ

い
。（
事
務
局
長
）
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